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　12日から降り続いた雪のため、歩道除雪し

た雪や降った雪が国道脇に山のようになり、

通行に支障をきたすようになりました。

　役場前の国道では、ロータリー車やトラッ

クが安全確保のため除雪作業に追われていま

した。
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◎
、

　
キ
ャ
ン
ド
ル
の
炎
が
真
っ
白
な
雪
原
を
幻
想
的
な
光
の
世
界
へ
と

変
え
て
い
く
「
雪
原
力
i
ニ
バ
ル
」
が
、
3
月
1
0
日
出
な
鞭
建
と
清

津
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う
も
ん
か
え
ん
さ
い
し

　
1
3
回
目
を
迎
え
る
今
回
は
「
縄
文
火
焔
祭
杞
」
と
題
鞍
難
新
鞍
い

イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
繊
を
お
持
ち
趨

て
い
ま
す
。
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　　　　　塁文火焔祭杞
　　　　　　　　19：00～20：15

　採集、狩猟による生活の糧の確保、そし

て穏やかな暮らし。縄文世界の祭典の縮図

がゲレンデで繰り広げられます。
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18：00～19：00

　花火の合図とともに、雪原に設置され

たキャンドルに火が灯され、あたり一面

幻想的な光の世界へと変わっていきまず。
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雪上：サツカー六会

ライオンズ師

　粒繭鑛灘ら報藷一滋が参蜘賑糞簿

闘嶽雪の膿製藷灘翻熱纏鑓塗一滋齪繰

纏鐵醗ら篇ま馨塩

　誰璽も自由に参湘姪きま婁。あなた

の建の冤せ辮Q蒙撃賞贔を鶏慧じ董皆

さ海の参蜘をお待ちじ簸い蒙婆⑳

　ア拗ビ髭製覆ス薪潟のコーチによる

捗嬰カースクー一簸饗逡塩ぜひこの機会

灘参掬轟てみ難《ださい③
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1ゲレンデに灯されたキャン1

§ドルの間を100人のスポーツ少§
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§年団の皆さんが滑り降りまず。§
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　　　　20：30～20：45

「商売繁盛」、「誕生祝」、「厄払い」、§

r結婚祝」など今年も皆さんのご麟

　　　　　　　　　　　　　　　萎
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カ
メ
ラ
を
お
持
ち
の
方
は
チ
ャ
レ

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ル
の
ポ
ス
タ
ー
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

◎
最
優
秀
賞
1
名
　
　
◎
優
秀
賞

2
名

◎
入
選
5
名

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
大
勢

ま
す
。
入
賞
作
品
は
力
－
ニ
バ

趨 鐵報鍵灘纏と 平成13年2月／0日
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1
月
1
2
日
か
ら
降
り
続
い
た
雪
が
、

16

日
㈹
役
場
観
測
所
で
2
4
8
㎝
、
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罵

鱗

土
倉
観
測
所
で
3
3
5
㎝
に
達
し
ま

し
た
。
役
場
で
は
庁
議
を
開
き
、
午

麺
翻
嚢

舞繋　　纒

　
　
㈱
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馨　　　　　　　紫

　　　　　　灘

　　　　　鍼

　　　　　儲

　　　　蛋
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　陥
蛎

・
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鰯
嚢

難
灘
難
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灘
灘
霧

〉
駅
前
の
通
り
も
車
が
す
れ
違
う
の
が
や
っ
と

難購籔鍵鍾翻躍

前
9
時
に
山
本
村
長

を
本
部
長
と
す
る
豪

雪
対
策
本
部
を
設
置

し
、
村
内
の
雪
崩
危

険
箇
所
な
ど
の
巡
回

を
行
い
ま
し
た
。

　
村
内
の
各
集
落
で

は
、
い
つ
ま
で
も
降

り
止
ま
な
い
雪
に
「
も

う
う
ん
ざ
り
」
と
恨

め
し
そ
う
に
空
を
眺

め
な
が
ら
、
背
丈
も

積
も
っ
た
屋
根
の
雪

お
ろ
し
や
玄
関
先
の

除
雪
を
行
う
人
た
ち

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

1
月
6
日
㈹
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
　
　
本
部
分
団
、

　　岬　隔郷顯

画
熱
し
た

彗
瓢
取
り
盒
灘

　
1
月
9
日
㈹
、
新
春
恒
例
と
な
っ

た
「
全
校
百
人
一
首
大
会
」
が
中
里

中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
全
校
生

徒
2
0
0
人
余
り
が
、
元
気
に
札
を

取
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
で
4
回
目
を
数
え
る
こ
の
大

各
分
団
の
班
長
以
上
、

消
防
署
南
分
署
職
員
、

村
議
会
議
員
な
ど
1
0

0
人
余
り
が
集
ま
り
「
中

里
村
消
防
出
初
式
」
が

行
わ
れ
、
今
年
の
無
火

災
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
山
本
村
長
が
「
い

▲21世紀、気持ちも新たに出初式

　を行なう消防団員

会
は
、
楽
し
み
な
が
ら

古
典
に
親
し
も
う
と
地

域
人
材
活
用
学
習
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
は
南

雲
昭
治
公
民
館
長
を
読

み
手
に
迎
え
、
学
年
別

に
6
～
7
人
の
グ
ル
ー

よ
い
よ
2
1
世
紀
を
迎
え
ま
す
が
、
心

を
新
た
に
し
て
消
防
の
目
的
を
念
頭

に
お
き
、
中
里
村
の
安
全
の
た
め
に

努
力
・
尽
力
願
い
た
い
」
と
挨
拶
。

ま
た
、
鐙
野
消
防
団
長
も
「
今
年
も

火
災
の
な
い
中
里
村
で
あ
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
願
い
た
い
」
と

訓
示
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
雪

の
降
り
し
き
る
中
、
総
合
セ
ン
タ
i

前
の
駐
車
場
で
南
分
署
職
員
に
よ
る

放
水
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
お
手
つ
き
し
な
い
よ
う
に

プ
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
体

育
館
に
は
楽
し
そ
う
な
生
徒
た
ち
の

声
と
、
取
り
札
を
叩
く
手
の
音
が
響

い
て
い
ま
し
た
。
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2
月
4
日
㈲
、
前
日
か
ら
の
雪
も

競
技
開
始
前
に
は
降
り
止
み
、
雲
の

切
れ
間
か
ら
日
差
し
の
差
し
込
む
絶

好
の
コ
ン
デ
イ
シ
ョ
ン
の
中
、
．
な
か

さ
と
清
津
ス
キ
ー
場
で
中
里
村
民
ス

キ
ー
大
会
兼
中
里
村
小
学
校
親
善
ス

キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
i
競
技
場
で
は
、

ゴ
ー
ル
脇
で
各
小
学
校
の
大
応
援
団

が
大
き
な
声
援
を
送
り
、
選
手
た
ち

は
そ
の
声
を
背
に
受
け
な
が
ら
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
ア

ル
ペ
ン
会
場
で
は
、
小
学
生
と
一
般

男
女
が
大
回
転
競
技
に
挑
み
、
急
斜

面
の
旗
門
に
果
敢
に
ア
タ
ッ
ク
し
て

い
ま
し
た
。

鱗
．

》
声
援
を
受
け
な
が
ら
ゴ
ー
ル
ヘ

　　　　纏　　　縫鞠雑

　欝嚢戴
噺凄

曳鰹

糠
　
『

　
な
お
、
各
競
技
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
ア
ル
ペ
ン
（
大
回
転
）
の
部

【
小
学
生
男
子
】
●
1
年
生
①
春
日
想
楽
（
田

小
）
②
南
雲
裕
斗
（
倉
小
）
●
2
年
生
①
鈴

木
貴
也
（
倉
小
）
②
桐
生
俊
紀
（
田
小
）
③

小
川
隆
文
（
貝
小
）
④
林
隼
人
（
貝
小
）
⑤

高
橋
泰
輔
（
倉
小
）
⑥
山
田
大
生
（
高
小
）

●
3
年
生
①
斎
喜
渉
（
倉
小
）
②
高
橋
雄
大

（
倉
小
）
③
阿
部
健
人
（
貝
小
）
④
滝
沢
大

（
田
小
）
⑤
横
田
寛
人
（
貝
小
）
⑥
志
田
大

貴
（
田
小
）
●
4
年
生
①
鈴
木
大
貴
（
倉
小
）

②
瀧
澤
光
（
倉
小
）
③
渡
辺
雄
大
（
田
小
）

④
上
原
一
功
（
田
小
）
⑤
渡
辺
和
広
（
高
小
）

●
5
年
生
①
藤
ノ
木
修
（
清
小
）
②
吉
楽
匡

樹
（
貝
小
）
③
樋
口
健
太
（
田
小
）
④
阿
部

那
由
多
（
貝
小
）
⑤
桐
生
直
樹
（
貝
小
）
⑥

高
橋
一
樹
（
倉
小
）
●
6
年
生
①
上
原
眞
嗣

（
田
小
）
②
根
津
俊
一
（
倉
小
）
③
吉
楽
和

哉
（
田
小
）
④
樋
口
剛
（
田
小
）
⑤
高
橋
一

▲急斜面もなんのその

誠
（
田
小
）
⑥
広
田
浩
司
（
田
小
）
【
一
般

成
年
男
子
】
①
樋
口
秀
夫
（
干
溝
）
②
山
本

勝
利
（
通
り
山
）
③
井
ノ
川
裕
明
（
山
崎
）

【
一
般
壮
年
男
子
】
①
岡
村
憲
次
（
通
り
山
）

②
樋
口
正
和
（
小
原
）
③
杉
谷
清
之
（
荒
屋
）

【
小
学
生
女
子
】
●
1
年
生
①
南
雲
舞
（
貝

小
）
●
2
年
生
①
上
原
智
佳
（
田
小
）
②
佐

藤
彩
花
（
田
小
）
③
川
田
麻
奈
（
貝
小
）
④

古
高
夏
海
（
高
小
）
●
3
年
生
①
大
島
美
咲

（
倉
小
）
②
広
田
真
理
（
田
小
）
③
根
津
美

里
（
倉
小
）
④
桑
原
早
希
（
田
小
）
⑤
渡
辺

響
子
（
田
小
）
⑥
井
ノ
川
香
奈
（
田
小
）
●

4
年
生
①
関
谷
千
里
（
田
小
）
②
富
井
明
日

香
（
田
小
）
③
南
雲
淑
衣
（
倉
小
）
④
服
部

名
那
（
田
小
）
⑤
佐
藤
奈
々
（
田
小
）
⑥
星

野
千
恵
（
田
小
）
●
5
年
生
①
樋
口
倫
子
（
田

小
）
②
杉
谷
日
向
（
田
小
）
③
根
津
美
由
季

（
倉
小
）
④
富
井
菜
月
（
田
小
）
⑤
村
山
絵

理
（
田
小
）
⑥
鈴
木
里
美
（
倉
小
）
●
6
年

生
①
富
井
奈
央
（
田
小
）
②
吉
楽
美
里
（
田

小
）
③
小
柳
美
香
（
田
小
）
④
桐
生
彩
花
（
田

小
）
⑤
山
本
有
貴
（
田
小
）
⑥
竹
藤
沙
弥
香

（
田
小
）
【
一
般
女
子
】
①
林
実
和
子
（
山
崎
）

②
村
山
英
美
（
程
島
）

◆
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
部

【
小
学
生
男
子
】
●
1
年
生
α5
㎞
①
南
雲
貴

光
（
貝
小
）
②
南
雲
裕
斗
（
倉
小
）
③
井
之

川
実
暖
（
田
小
）
④
服
部
勇
馬
（
田
小
）
⑤

鷹
巣
真
（
貝
小
）
⑥
渡
辺
駿
希
（
高
小
）
●

2
年
生
α
5
㎞
①
林
隼
人
（
貝
小
）
②
山
田
太

郎
（
貝
小
）
③
池
田
大
河
（
貝
小
）
④
鈴
木

竜
峰
（
倉
小
）
⑤
山
本
健
介
（
清
小
）
⑥
小

川
隆
文
（
貝
小
）
●
3
年
生
1
㎞
①
藤
ノ
木

拓
馬
（
清
小
）
②
阿
部
健
人
（
貝
小
）
③
横

田
寛
人
（
貝
小
）
④
羽
鳥
光
貴
（
貝
小
）
⑤

斎
喜
渉
（
倉
小
）
⑥
丸
山
貴
裕
（
田
小
）
●

4
年
生
1
㎞
①
瀧
澤
光
（
倉
小
）
②
南
雲
洗

太
（
貝
小
）
③
鈴
木
正
樹
（
清
小
）
④
羽
鳥

大
樹
（
貝
小
）
⑤
南
雲
圭
太
（
貝
小
）
⑥
南

雲
礼
央
（
貝
小
）
●
5
年
生
3
㎞
①
吉
楽
匡

紀
（
貝
小
）
②
阿
部
那
由
多
（
貝
小
）
③
南

雲
佑
介
（
貝
小
）
④
服
部
遼
介
（
田
小
）
⑤

服
部
光
（
田
小
）
⑥
桑
原
智
（
清
小
）
●
6

年
生
3
㎞
①
中
島
有
基
（
貝
小
）
②
吉
楽
隆

太
（
貝
小
）
③
藤
ノ
木
涼
太
（
清
小
）
④
南

雲
大
輝
（
貝
小
）
⑤
中
島
一
也
（
貝
小
）
⑥

吉
楽
和
哉
（
田
小
）
【
中
学
生
男
子
3
㎞
】

①
樋
口
大
棋
②
鈴
木
直
人
③
高
野
有
毅
【
小

学
生
女
子
】
●
1
年
生
α
5
㎞
①
南
雲
舞
（
貝

小
）
②
滝
沢
千
尋
（
倉
小
）
③
山
田
静
香
（
貝

小
）
●
2
年
生
0
5
㎞
①
廣
田
真
祈
子
（
田
小
）

②
川
田
麻
奈
（
貝
小
）
③
富
井
結
貴
奈
（
田

小
）
④
村
山
沙
希
（
田
小
）
●
3
年
生
1
㎞

①
太
島
佑
佳
（
高
小
）
②
渡
辺
陽
菜
（
高
小
）

③
山
田
有
佳
子
（
倉
小
）
④
吉
楽
宏
美
（
田

小
）
⑤
吉
楽
真
樹
（
貝
小
）
⑥
井
ノ
川
香
奈

（
田
小
）
●
4
年
生
1
㎞
①
中
島
由
貴
（
貝

小
）
②
庭
野
彩
香
（
貝
小
）
③
竹
藤
幸
恵
（
倉

小
）
④
大
口
美
和
子
（
倉
小
）
⑤
南
雲
愛
奈

（
貝
小
）
⑥
関
谷
千
里
（
田
小
）
●
5
年
生

2
㎞
①
富
井
菜
月
（
田
小
）
②
島
田
真
菜
美

（
倉
小
）
③
根
津
美
由
季
（
倉
小
）
④
桐
生

聡
美
（
貝
小
）
⑤
瀧
澤
ち
な
み
（
倉
小
）
⑥

山
田
は
る
か
（
貝
小
）
●
6
年
生
2
㎞
①
鈴

木
絵
里
香
（
倉
小
）
②
鈴
木
千
絵
美
（
倉
小
）

③
桑
原
萌
美
（
倉
小
）
④
井
ノ
川
美
里
（
貝

小
）
⑤
村
山
菜
美
（
田
小
）
⑥
吉
楽
美
里
（
田

小
）

　
2
月
2
日
樹
、
中
里
保
育
園
で
節

分
の
行
事
が
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
が

元
気
い
っ
ぱ
い
に
悪
い
鬼
た
ち
を
追

い
払
っ
て
い
ま
し
た
。

　
色
と
り
ど
り
の
手
作
り

の
鬼
の
お
面
を
か
ぶ
っ
た

園
児
た
ち
は
、
手
に
豆
を

持
ち
、
鬼
退
治
の
準
備
完

了
で
す
。
薄
暗
く
な
っ
た

部
屋
に
4
匹
の
鬼
が
登
場

す
る
と
一
斉
に
豆
を
投
げ

つ
け
鬼
退
治
開
始
。
中
に

は
鬼
の
あ
ま
り
の
迫
力
に

怖
が
っ
て
泣
い
て
し
ま
う

園
児
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
鬼
退
治
終
了
後
は
、

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
や
七

川
荘
の
お
年
寄
り
た
ち
と

楽
し
そ
う
に
豆
ま
き
を
行
な
い
、
袋

い
っ
ぱ
い
に
豆
や
お
菓
子
を
拾
っ
て

い
ま
し
た
。

〉
ち
ょ
つ
と
恐
い
け
ど
　
鬼
は
外
！

平成13年2月10日広報なかさと5



く
役
場
で
も
書
庫
が
倒
れ
、
事
務
用
品
が
散
乱

4■層

懸一　　　一

　一 と▼
』　　▼

　1月4日（木）、午後1時18分頃、中越地方を震源地とする震度5弱の

地震が発生。ドーンという下から突き上げるような感じがした後、数

秒間に渡る横揺れがあり、電話が一時不通になりました。

　村では、地震発生直後に広報無線を通じ、各集落の区長に集落の被

害状況を連絡するよう呼びかけたり、3班編成で村内の巡回を行うな

ど情報の収集にあたりました。幸いにも人的な被害はありませんでし

たが、棚に置いてある物が落ちて割れたり、住宅の壁にひびが入るな

ど、数十件の被害報告がありました。

　また役場庁舎でも、2階の壁際に置いてあった書庫が倒れたり、3

階会議室の壁にひびが入るなどの被害がありました。

こ
ん
な
季
節
料
理
は
い
か
が
で
す
か

　
ム
フ
の
時
期
、
こ
ん
な
季
節
料

理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
と

い
う
こ
と
で
、
今
回
は
「
パ
ン

プ
キ
ン
ム
ー
ス
」
の
作
り
方
を

紹
介
し
ま
す
。

◆
作
り
方

①
か
ぼ
ち
ゃ
は
皮
と
種
を
除
い

　
て
乱
切
り
に
し
、
や
わ
ら
か

　
＜
蒸
か
し
て
熱
い
う
ち
に
裏
ご
し
す
る
。

②
粉
ゼ
ラ
チ
ン
を
お
湯
で
溶
か
し
て
お
く
。

③
底
の
あ
る
型
の
内
側
に
ラ
ッ
プ
を
敷
き
、
細
か
く
砕
い
た
ビ
ス

　
ケ
ッ
ト
を
敷
き
詰
め
る
。

④
牛
乳
を
80
度
位
に
温
め
、
グ
ラ
一
一
ユ
ー
糖
を
加
え
て
溶
か
す
。

⑤
ボ
ー
ル
に
裏
ご
し
し
た
か
ぼ
ち
ゃ
を
入
れ
、
④
を
注
い
で
な
め

　
ら
か
に
混
ぜ
る
。
さ
ら
に
溶
か
し
て
お
い
た
ゼ
ラ
チ
ン
液
を
加

　
え
て
混
ぜ
る
。

⑥
生
ク
リ
ー
ム
を
6
分
立
て
に
し
⑤
に
加
え
る
。
さ
ら
に
卵
白
に

　
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
を
2
5
3
回
に
ハ
刀
け
て
加
え
な
が
ら
固
く
泡
立

　
て
、
⑤
に
加
え
て
さ
っ
く
り
と
ま
ぜ
る
。

⑦
コ
ア
ン
ト
ロ
ー
を
混
ぜ
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
敷
い
た
型
に
流
し
込

　
み
、
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
固
め
る
。

⑧
型
か
ら
は
ず
し
、
生
ク
リ
ー
ム
に
粉
砂
糖
を
加
え
て
8
分
立
て

　
に
し
た
も
の
を
し
ぼ
っ
て
飾
り
、
如
で
た
ピ
ス
タ
ー
チ
を
割
っ

　
て
の
せ
て
出
来
上
が
り
。

★
山
田
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ホ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

・
か
ぼ
ち
ゃ
の
裏
ご
し
は
熱
い
う
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
か
ぼ
ち
ゃ
に
混
ぜ
る
牛
乳
や
ゼ
ラ
チ
ン
は
、
冷
め
な
い
う
ち
に

　
さ
っ
と
混
ぜ
る
と
ム
ラ
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
『
バ
ン
ブ
キ
ン
ム
ー
ス
」
に
つ
い
て
＝
一
一
目

　
か
ぼ
ち
ゃ
の
黄
色
が
映
え
、
野
菜
と
は
思
え
な
い
香
り
の
よ
い

お
菓
子
に
変
身
。
か
ぼ
ち
ゃ
の
嫌
い
な
人
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。

こ
ぶ
し
会

　
山
田
和
子
さ
ん
（
荒
屋
）

　
・
か
ぼ
ち
ゃ
…
…
…
…
3
0
0
9

　
・
牛
乳
－
－
…
…
－
－
i
O
O
㏄

　
・
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
…
…
大
さ
じ
2

　
・
生
ク
リ
ー
ム
…
…
…
1
5
0
醜

　
・
ビ
ス
ケ
ッ
ト
・
…
…
…
－
…
5
枚

　
・
コ
ア
ン
ト
ロ
ー
（
洋
酒
）
…
少
々

　
・
ピ
ス
タ
ー
チ
（
ア
ー
モ
ン
ド
ス

　
ラ
イ
ス
で
も
よ
い
）
…
…
少
々

｛
編
ゼ
誓
一
一
一
蕪
麓
H

｛
妙
碧
概
蕊
甥

｛
鶴
劉
詮
痘
初
幅

》
か
ぼ
ち
ゃ
嫌
い
の
子
供
や

　
　
　
お
と
な
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す

平成13年1月の入札結果
工　　　事　　　名 場　所 叢事　費 請負　業者

“
汚
水
中
継 マンホールポンプ場（NQ225－1．NQ226－1）設備工事 桔梗原 18，375，000円 新明和工業株式会社
汚水中継マンホールポンプ場（NQ4046－1）設備工事 宮　中 8，190，000円 新明和工業株式会社
汚水中継マンホールポンプ場（NQ224－1）設備工事 芋．川 17，220，000円 新明和工業株式会社
林道小出田代線改良工事 小　出 28，560，000円 有限会社星野建設
村道干溝市之越線改良工事 上　　山 6，142，500円 大村建設株式会社
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肥
満
や
糖
尿
病
と
言
っ
た
生
活
習

慣
病
が
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
予
防
の
観
点
か
ら
も
う
一
度
「
ご

は
ん
」
を
中
心
と
し
た
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
日
本
型
食
生
活
を
見
直

し
ま
し
ょ
う
。

ご
は
灘
蒼

　
　
食
べ
る
と
太
る
鵠

　
「
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
太
る
」
と

誤
解
さ
れ
て
い
る
人
も
い
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と

で
、
人
の
体
に
は
い
ろ
い
ろ
な
効
果

が
現
れ
て
き
ま
す
。

肇
態
．
醗
第
、
鍵
縫

　
ご
は
ん
の
主
成
分
で
あ
る
デ
ン
プ

ン
は
、
体
内
で
は
日
常
活
動
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
優
先
的
に
消
費
さ
れ

る
の
で
太
り
に
く
い
食
物
で
あ
る
こ

と
で
す
。

◆
簗
灘
縫

　
ご
は
ん
に
は
、
食
物
繊
維
と
同
様

の
働
き
を
す
る
難
消
化
性
デ
ン
プ
ン

が
含
ま
れ
る
の
で
、
整
腸
作
用
が
あ

り
、
お
な
か
が
す
っ
き
り
し
ま
す
。

繊
雛
欝
粧

　
食
事
を
摂
る
に
当
た
っ
て
は
、
脂

肪
分
が
多
く
カ
ロ
リ
ー
の
高
い
お
か

　
二
　
　
，

1
／

　
　
r

（へ
δn‘

爵
‘

泌

ず
を
摂
り
す
ぎ
る
な
ど
、
お
か
ず
だ

け
を
食
べ
る
こ
と
は
問
題
が
あ
り
ま

す
。
ご
は
ん
の
量
を
食
事
の
も
の
さ

し
に
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
半
分
を
ご

は
ん
か
ら
摂
る
こ
と
で
偏
っ
た
食
事

が
是
正
さ
れ
ま
す
。

◆
第
篠
に

　
時
間
不
足
で
朝
ご
は
ん
を
抜
く
な

ど
、
不
規
則
な
食
事
で
は
必
要
な
栄

養
素
が
摂
れ
ず
、
体
重
が
増
え
や
す

く
な
り
ま
す
。

◆
第
5
穂

　
ご
は
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
な
食
材
・

料
理
に
組
み
合
わ
せ
ら
れ
、
様
々
な

食
材
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
摂
り
や
す
い

こ
と
か
ら
、
ご
は
ん
で
楽
し
い
食
事

と
健
康
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
い
か
が
で
す
か
？
ご
は
ん
に
は
い

ろ
い
ろ
な
パ
ワ
ー
が
隠
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
日
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

「
ご
は
ん
食
」
で
生
活
習
慣
病
を
予

防
し
ま
し
よ
う
。

日
本
の
垂
鍵
は

　
　
　
“
コ
メ
”
で
ず
羅
、

　
毎
日
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
食
べ

て
い
る
ご
ば
ん
で
す
が
、
わ
が
国
の

風
土
と
先
人
た
ち
の
知
恵
で
数
多
く

の
米
料
理
が
生
ま
れ
、
世
界
に
誇
れ

る
食
文
化
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　
飽
食
・
米
余
り
の
今
、
も
う
一
度

米
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

シ
一
ロ
に
ご
は
ん
と
言
っ
て
も
～

☆
焼
く
ご
は
ん

　
ラ
イ
ス
グ
ラ
タ
ン
、
ド
リ
ア
、
お

　
焼
き
、
き
り
た
ん
ぽ
な
ど

☆
妙
め
る
ご
は
ん

　
ピ
ラ
フ
、
パ
エ
リ
ァ
、
チ
キ
ン
ラ

　
イ
ス
、
チ
ャ
ー
パ
ン
な
ど

☆
の
せ
る
ご
は
ん

　
天
丼
、
か
つ
丼
、
親
子
丼
、
い
く

　
ら
丼
な
ど

☆
か
け
る
ご
は
ん

　
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
パ
ヤ
シ
ラ
イ
ズ
、

　
茶
漬
け
、
と
ろ
ろ
飯
な
ど

☆
新
し
い
ご
は
ん

　
ワ
イ
ン
ラ
イ
ス
、
ミ
ル
ク
ラ
イ
ス
、

　
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
ラ
イ
ス
、
リ
ゾ

　
ツ
ト
、
ラ
イ
ス
コ
ロ
ツ
ケ
、
そ
ば

ヴ
し

ま⊂

ん

ミ

二

知

冬
の
お
弁
当
の
た
め
に

◆
ご
は
ん
を
お
い
し
く
炊
く
コ
ツ

　
寒
い
季
節
、
お
弁
当
の
蓋
を
あ
け

た
ら
ご
は
ん
が
ガ
チ
ガ
チ
に
な
つ
て

お
い
し
く
な
か
っ
た
…
…
と
い
う
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ふ
だ
ん
通
り

に
炊
い
た
ご
は
ん
を
、
他
の
季
節
と

同
様
に
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
て
い
て
は
、

ご
は
ん
の
お
い
し
さ
が
生
か
せ
ま
せ

ん
。
冬
の
お
弁
当
用
の
炊
き
応
と
詰

め
方
を
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
登
、
炊
飯
は
水
の
量
を
や
や
多

め
に
、
浸
す
時
闘
も
長
め
に
し
て
、

軟
ら
か
く
炊
き
上
げ
ま
す
。
冷
め
る

と
ど
う
し
て
も
ご
は
ん
は
固
く
な
り

ま
す
か
ら
、
少
し
軟
ら
か
い
程
度
で

ち
ょ
う
ど
よ
い
の
で
す
。

　
次
に
蒸
ら
し
た
あ
と
、
よ
く
混
ぜ

て
湯
気
と
熱
を
飛
ば
じ
た
ら
、
容
器

に
ふ
ん
わ
り
と
詰
め
ま
ず
。
ぎ
っ
し

り
誌
め
る
と
冷
め
た
と
き
固
ま
っ
て

し
ま
い
が
ち
で
ず
が
、
ふ
ん
わ
り
な

ら
、
箸
で
と
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
お
に
ぎ
り
に
す
る
と
き
も
、
い
つ

も
よ
り
優
し
く
握
っ
て
、
お
米
の
粒

の
間
に
空
気
を
入
れ
る
よ
う
に
し
て

お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。
海
苔
で
ぐ

る
り
と
翼
っ
黒
に
巻
い
て
し
ま
う
の

も
、
ご
は
ん
の
水
分
を
逃
が
さ
な
い

よ
い
方
法
で
す

　
コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り
を
食
べ
る

と
よ
く
わ
か
る
の
で
す
が
、
棚
に
陳

列
し
て
冷
め
た
状
態
で
販
売
す
る
市

販
の
お
に
ぎ
り
は
、
や
は
り
軟
ら
か

め
に
炊
い
て
、
ふ
ん
わ
り
握
ら
れ
て

い
ま
す
。
お
米
の
一
粒
一
粒
が
、
ロ

の
中
で
は
ら
り
と
崩
れ
る
程
度
が
、

お
米
の
お
い
じ
さ
を
一
番
引
き
出
せ

る
状
態
な
の
で
す
。
上
手
に
炊
い
た

ご
は
ん
な
ら
、
寒
い
季
節
で
も
米
の

旨
味
と
甘
味
が
感
じ
ら
れ
る
、
お
い

し
い
お
弁
当
が
で
き
る
は
登
。
ぜ
ひ

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
飯
な
ど

　
こ
の
よ
う
に
、
味
も
種
類
も
多
様

化
の
一
途
で
す
。
さ
て
今
晩
の
ご
は

ん
は
ど
れ
に
し
ま
す
か
。

　
米
飯
の
う
ま
さ
、
楽
し
さ
、
健
康

で
長
寿
に
つ
な
が
る
米
食
文
化
を
も

う
一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

平成／3年2月10日広報なかさと7



・
　
を

・．

』
存
知
で
す
か

嚇
度
の
ー
く
ろ

◆
手
当
の
種
類

　
《
3
歳
未
満
の
児
童
の
場
合
》

①
児
童
手
当

②
特
例
給
付
（
別
記
参
照
）

　
《
3
歳
以
上
6
歳
到
達
後
最
初
の
3

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
の
場

合
》

①
就
学
前
特
例
給
付
（
7
条
給
付
）
．

　
3
歳
未
満
児
童
の
場
合
の
児
童
手

　
当
に
相
当
し
ま
す
。

②
就
学
前
特
例
給
付
（
8
条
給
付
）

　
3
歳
未
満
児
童
の
場
合
の
特
例
給

　
付
に
相
当
し
ま
す
。

◆
支
給
対
象

　
児
童
手
当
等
は
、
6
歳
到
達
後
最

初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童
（
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
）
を
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以

上
の
場
合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り

o∩

o
o
J

」
る

（
“
ノ

　
驚

●●
0

■
■

●
O
●

・
●
●

●
O
O

●
0
9

●
●
O

　
　
　

　
ロ
リ

■
●
・

児
童
手
当
等
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
支
給
額
（
月
額
）

◆
支
払
時
期

　
児
童
手
当
等
は
、

年
2
月
、
6
月
、

　
第
1
子
　
　
　
　
5
、

　
第
2
子
　
　
　
　
5
、

　
第
3
子
以
降
　
1
0
、

0
0
0
円

0
0
0
円

0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
　
原
則
と
し
て
毎

　
　
　
　
　
　
　
1
0
月
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
特
例
給
付

　
所
得
制
限
に
よ
り
、
児
童
手
当
等

を
受
け
ら
れ
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等

（
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
方
）
に

つ
い
て
は
、
そ
の
方
の
前
年
の
所
得

が
一
定
額
未
満
の
場
合
に
限
っ
て
特

例
給
付
（
児
童
手
当
額
と
同
額
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
所
得
制
限
限
度
額

　
所
得
に
は
一
定
の
控
除
が
あ
り
、

ま
た
、
所
得
制
限
限
度
額
は
年
に
よ

っ
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
1
3
年
6
月
に
は
、
限
度
額
が

緩
和
さ
れ
る
予
定
で
す
。
現
在
所
得

制
限
に
該
当
し
て
い
る
方
は
、
5
月

末
頃
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

平成12年度所得制限限度額

扶養親族等の数 蠣童蕃当 特擁給付

0人 170万円 361万円

1人 208万円 399万円

2人 246万円 437万円

3人 284万円 475万円

4人 322万円 513万円

5人 360万円 551万円

鎌
讐
続
き
の
方
法

◆
認
定
請
求

◆
受
継
轡
懲
纏
驚
晦
繕
鑓
建
所
を
灘

　
薫
繕
ε
き

　
弛
市
町
村
に
住
翫
が
変
わ
る
場
套
、

転
欝
後
の
帝
町
秘
驚
手
当
蓬
受
給
誰

る
鑑
め
驚
．
薪
た
に
罰
認
定
講
求
書
振

の
提
畿
が
必
要
遊
な
魏
ま
す
。

　
華
続
き
が
遅
瓶
る
と
．
受
嫉
ら
瓶

る
月
分
の
蕃
当
が
受
け
愚
れ
な
く
癒

轡
ま
輩
の
餐
．
ご
注
意
《
だ
さ
総
。

　
ま
だ
．
転
出
後
の
市
町
村
欝
の
撃

続
き
に
．
前
住
所
地
の
市
町
村
長
が

発
行
す
る
燐
児
童
手
当
用
所
得
証
明

　
出
生
、
転
入
等
に
よ
り
新
た
に
受

給
資
格
が
生
じ
た
場
合
、
「
認
定
請
求

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

児
童
手
当
等
は
、
認
定
請
求
し
た

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
、
支

給
事
由
の
消
滅
し
た
日
の
属
す
る
月

分
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

《
認
定
請
求
に
必
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
添
付
書
類
等
》

・
年
金
加
入
証
明
書
（
サ
ラ
リ
ー
マ

　
ン
等
）

・
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
（
中
里

　
村
に
そ
の
年
の
1
月
1
日
に
住
所

　
が
な
か
っ
た
方
）

・
請
求
者
の
銀
行
等
の
口
座
番
号

◆
現
況
届

児
童
手
当
等
を
受
け
て
い
る
方
は
、

書
纏
が
必
要
ど
な
鱗
ま
ず
の
餐
．
転

出
の
際
縫
憲
準
備
《
だ
さ
騰
。

◆
獲
慈
藤
当
纏
の
額
群
繕
額
繕
燕
慈

　
a
蓼

　
現
在
、
児
董
鶏
幾
等
を
受
給
毅
薫

欝
覇
鑑
が
．
灘
盤
瀬
ど
の
事
麟
薦
簾

鱗
支
給
の
対
象
悲
な
る
菟
童
が
増
え

た
と
き
は
．
類
額
改
建
認
懸
講
求
謬
蟻

の
提
出
が
必
要
懸
す
、

　
こ
の
場
套
．
額
改
定
認
建
講
求
覆

し
た
臼
の
属
叢
る
月
の
翌
飼
奪
熱
ら

握
童
手
当
等
の
額
が
増
額
さ
燕
蒙
璽
。

◆
講
例
総
付
の
受
綴
蓉
難
退
籔
し
簗

　
愚
き

　
特
例
給
付
の
受
給
者
が
退
職
じ
餐
．

被
用
者
（
赫
ラ
鰻
ー
マ
ン
等
）
、
驚
な

《
な
っ
た
場
合
に
は
、
所
得
制
限
に

よ
鱗
特
例
給
付
が
受
け
ら
れ
な
護
な

鱗
ま
す
の
欝
、
－
受
給
事
由
消
滅
漏
麟

を
提
出
し
驚
く
だ
さ
隣
。

毎
年
6
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
屈
は
、
毎
年
6
月
1
日
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
等

を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。　

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
6
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
詳
し
く
は
、
役
場
民
生
課
住
民
係

　
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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櫨・県民税、醗穏税の申謙はお畢め幟

◆申告をしなければならない方
　平成13年1月1日現在、中里村に住んでいて、平成

12年中に所得があった方は申告が必要です。所得があ

ると思われる方には、2月中旬までに申告書をお届け

しますので、期限までに申告してください。（申告書に

捺印を忘れずに！）

　なお、次に該当する方は、捺印のうえ提出してくだ

さい。

①給与所得のみの方

②公的年金などの所得だけの方

③所得税の確定申告を提出した方

④所得がない方

　2月総日働から票蔵紹年度の村・県民税の確定申

告の愛付獄が鎗諜馨まずの申告の期限は；3月籍日㈱

です。毎葬．期限問近になると大変混雑じ諜すの餐．

早めに串告じてください◎なお．相談日程は次のよ

うになっで糖叢す。

◆期目及び対象集落

灘簾撮税

　個人の住民税（村・県民税）は、住民にとって身近

な行政費用をそれぞれの負担能力に応じて分担し合う

という性格の税金です。そのため、所得税よりも納め

る方の範囲は広く、税率は低く定められています。

藤欝税

　所得税は、あなた自身が所得を計算して申告する制

度をとっています。3月15日㈲までに申告を済ませて

ください。

◆問合せ先　役場税務課

期　　圖 対象　集落
2月16日（金）卜 桔梗原、高道山

2月19日（月） 朴木沢、朴木沢新田、白羽毛

2月20日（火） 本屋敷、堀之内

2月21日（水） 市之越、鷹羽

2月22日（木） 新屋敷、宮中

2月23日（金） 芋川新田、倉俣
2月26日（月）・ 芋川、原町、新里

2月27日（火） 東田尻、程島、西田尻、西方

2月28日（水） 田代、下山、清田山

3月1日（木） 重地、土倉、倉下

3月2日（金） 葎沢、角間、小出

3月5日（月） 如来寺、豊里

3月6日（火） 荒屋、通り山

3月7日（水） 芋沢、田沢、東田沢

3月8日（木） 上山、田中、山崎

3月9日（金） 桂、小原、干溝

3月12日（月） 全集落

3月13日（火） 全集落

3月14日（水） 全集落

3月15日（木） 全集落

　
　
　
　
　
あ
な
た
の

艦
ス
9
1
ト
　
　
え

◆相談会場　中里村役場　新庁舎3階第4会議室

◆相談時間　午前9時～午後4時

よ
？
ど

灘
二
《
、
　
酔

，
■
♂

、㌧、㌧

あ
な
た
は
。
誰
か
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
L
、

「
学
生
で
あ
っ
た
」
、
「
夫
の
単
身
任
で
、
仕

送
り
で
生
活
し
て
い
た
」
、
「
無
職
」
、
「
病

気
」
な
ど
に
該
当
し
ま
す
か
？

お
な
薙
は
平
撫
捜
年
霊
自
霊
日

か
5
総
胃
斜
日
ま
τ
鷹
取
λ
が

あ
り
ま
し
た
か
？

、転ま曇

は
い

鳳
い

あ
な
た
は
、
会

社
か
ら
受
け
る

給
与
の
ほ
か

に
、
配
当
原
稿

料
、
報
酬
、
不

動
産
な
ど
の
収

入
が
あ
り
ま
し

た
か
？

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
、
現
在

勤
務
先
の
給
与
か
ら
村
・
県
民

税
（
所
得
税
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

が
差
引
か
れ
て
い
ま
す
か
？

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
以
外
（
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）
の

方
は
、
い
い
え
に
進
ん
で
く
だ

さ
い
。

送
付
さ
れ
た
嚥
告
書
に
住

所
、
氏
名
、
捺
印
及
び
裏

面
に
内
容
を
書
い
て
役
場

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
税
務
課
に
罵

意
し
て
あ
り
ま
す
。

もま暮

い
い
え

　
　
　
　
　
　
、

い
い
え

あ
な
た
は
、
平
成
12
年
中
の
合
計

所
得
金
額
が
、
基
礎
控
除
・
扶
養

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
ム
ロ
計
額

を
超
え
て
い
ま
す
か
？
，

あ
な
た
は
、
村
・
県
民
税
の
申
巻
蓬
ず
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
申
告
書

縫
捺
印
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
・

◎
兀いい

匁亀ま客

給
与
以
外
の
所
得
合
計
が
2
0
万
円
を
超
え
て
い
ま
す
か
？

は
い

◎
えいい

あ
な
た
は
、
税
務
署
に
確
定
串
告
を
骸
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
串
告
期
隈
内
に
申
告

を
済
ま
せ
ま
じ
ょ
う
。

あ
麟
薙
は
．
塑
璽
灘
縫
載
・
漿
民
税
串
告
を
ず
る
必
要
が
あ
り
ま
ず
。
申
告
期
限
内

繕
鞭
告
蓬
済
ま
せ
蒙
し
諜
箏
。
繭
憲
書
の
送
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
税
務
課
に
網

意
し
で
あ
嬢
ま
該
、

平成13年2月10日広報なかさと9



灘轍麟を長い間納めないでいると
…垂灘欝証明書』の交付となり、もしものときに大変です1！

　　　　　づま　　　ヨ　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　じじ　　　　　　りりの　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　り　　　　　　の　　　の　　　　　　　りり　　のの　の　　　

　資格証明書とは、正式には「国民健康保険被保険者資格

証明書」といいます。保険者（村）が保険税を滞納してい

る方に対し、保険証を返還してもらい、その代わりに交付

するもので国保の被保険者の資格を証明する書類です。

資格証明書は
どんな場合に発行されるの？

国民健康保険税の納期限を過ぎても、保険税を納め

ないでいると村から督促が行われます。納税相談や指

導が行われても、なお滞納が続き納期限から1年滞納

が続く場合、保険証を返還してもらい、代わりに資格

証明書が交付されます。

　
　
一
δ
6

艶
、
‘導

6
6

資格証明書の役割は？

国保の被保険者であることを示す証明書としての役

割のみで、保険証の役割は果たしません。

医療を受‘ナるときは？

資格証明書の交付を受けている場合は、医療機関で

資格証明書を提出して医療を受けます。ただし、資格

証明書は保険証の役割を果たさないので、かかった医

療費の全額が自己負担となります。

響1轟めに相談を1
　綱脊が困難な場合は、滞納のままにせず、早めに担

当窓ロに相談してください。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

なとか保うな　・・・…　◎・・…　◎・・…　◎　　1忘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ

目
貨

ノ
一
＝

国保届麟

●●

dプ　　　●

＞国保ってなあ～範？　わだしにぽ関係ないよね一

レ次の就職が決まるま響の間くらい入らなくて懇灘いでじょう

＞国保の届出なら会社がやってくれてるん移やないの

レ届出なんてめんどうだなあ。いつでもいいか

＞病気をしないから、国保に入らなくて愚困らない

＞もっ彪いない。届出しなけれぽ納めなくていい

◆詳しくは、役場民生課国民健康保険係まで問合せください。
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こ
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配
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者
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に

第
1
号
被
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険
者

〃

し
て
厚
生
年
金
・

共
済
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合
の
加
入
　
　
　
＼

者
に
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と
、
国
民
年
金
の
種
別
は
第
2
号
被

保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
。
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民
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金
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号
被
保
険

者
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退
職
し
、
厚

生
年
金
・
共
済
組

合
の
加
入
者
で
な
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な
る
と
、
国
民

年
金
の
種
別
は
第

1
号
被
保
険
者
に

変
わ
り
ま
す
の

で
、
被
扶
養
配
偶

者偶
者
）

（
《
、
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《
－
）
序
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含レ…篤

会
社
員
と
結
婚
・
退
職

第
3
号
被
保
険
者

，
第
2
号
被
保
険
者
が
退
職
し
て
被
扶
養
配
偶

者
に
な
る
と
、
国
民
年
金
の
種
別
は
第
3
号
被

保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

　
第
1
号
被
保
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
ク

者
の
配
偶
者
が
厚
　
　
。
。
。

生
年
金
・
共
済
組

合
の
加
入
者
に
な

る
と
、
被
扶
養
配

偶
者
の
種
別
は
第

3
号
被
保
険
者
に

変
わ
り
ま
す
。
　
　
　
　
．
　
・

”
役
場
か
ら
発
行
さ
れ
た
納
付

ロ

一
書
等
に
よ
り
納
め
る
こ
と
に

ロ

一
な
っ
て
い
ま
す
。
忙
し
く
て

ロ

・
毎
月
保
険
料
を
納
め
に
行
く

じ

”
の
が
大
変
と
い
う
方
は
、
ロ

ロ

”
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ロ

・
　
ま
た
、

「ロ
る
と
、

”ロ

”
め
忘
れ
が
多
く
な
る
と
、

ロ

”
礎
年
金
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
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”・
が
あ
り
ま
す
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ロ
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納
め
忘
れ
の
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険
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さ
れ
て
い
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別
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第
3
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1
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変
わ
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す
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齢
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礎
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な
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な
る
こ
と
一
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
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発
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さ
れ
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未
納
通
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ロ

知
書
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よ
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早
め
に
納
め
ま
し
ょ
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一

r
隆
睡
謄
匿
匪
目
一
ー
一
8
墨
璽
墜
匿
匿
一
唇
陰
謄
畦
巴
1
ー
匿
匿
匿
o
口
口
贋
匿
曝
塵
匪
謄
ー
口
」

つ
鍵
忘
れ
が
ち
な
の
が
、

被
扶
養
配
偶
者
の
方
の
届
出
で
す

◆
第
3
号
被
保
険
者
の
届
出
■

　
第
3
号
被
保
険
者
（
被
扶
養
配
偶
者
）
の
方
は
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
届
出

を
し
て
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
第
3
号
被
保
険
者
と
し
て

扱
わ
れ
ま
せ
ん
。
屈
出
を
し
て
い
な
い
と
将
来
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
減
額
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
詳
し
く
は
、
役
場
民
生
課
国
民
年
金
係
ま
で
問
合
せ
く

　
だ
さ
い
。

【
書
　
．
名
　
・
　
著
者
名
な
ど
】

黒
塚
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抜
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狂
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京
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美
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瀬
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聴

い
と
お
し
い
日
々

　
　
　
　
　
　
小
池
真
理
子
・
英
隆

癒
さ
れ
る
旅

極
道
の
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が
自
分
探
し
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岡
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伎

花
の
手
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後
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妻
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丸
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吾
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と
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り
て
母
を
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戦
士
た
ち
の
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し
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手
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
井
良
子

届
か
な
か
っ
た
贈
り
物

　
勇
貴
の
心
臓
移
植
、
ド
ナ
ー
を

　
　
待
ち
続
け
た
87
日
間
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
村
英
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イ
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師
と
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ッ
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少
年
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朗
読
者

　
　
ベ
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・
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松
永
美
穂

手
塚
治
虫
－
少
年
ま
ん
が
の
世
界

　
　
　
　
　
　
石
子
順
・
手
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治
虫
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た
ち
の
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（
あ
し
た
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八
尋
舜
右
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樋ロ亜美ちゃん（・歳）⑧
和彦・周子さん夫妻の長女（通り山）

　高い所が大好きな亜美ちゃん。ふ

と目を離すと高い所に上がっていて、

いつも皆をはらはらさせています。

犬と遊ぶことも大好きで．家の中で

追い掛け回したり．自分のおやつを

あげたりして仲良く遊んでいます。

また、台所の引出しから手当たりし

だい物を引っ張り出すなど、いたず

らもちょっと覚え始めましたb

　そんな亜美ちゃんに「とにかく病

気をしないで元気に育ってね。とお

母さんは話醗雍㈱議醗濾穐

母
壬
保
健
推
進
員

　
　
（
ボ
ラ
ン
塗
叢
罪
難
募
集
！
◆

　
村
で
は
、
毎
月
子
供
た
ち
（
0
～

3
歳
）
の
体
重
測
定
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
体
重
測
定
に
協
力
し

て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
を
募
集
し

ま
す
。

◆
期
間

　
平
成
招
年
4
月
～
平
成
1
4
年
3
月

◆
募
集
人
員
　
約
5
名

◆
申
込
締
切
　
2
月
2
8
日
困

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
役
場
民
生
課
保
健
衛
生
係

2
0
⑧
響
蘇
験

　
　
　
ク
婁
羅
簗
雛
教
室

◆
目
時

　
2
月
2
0
日
ω
℃

　
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
時

◆
内
容

　
蛤
寿
司
、
か
に
か
ま
蒸
し
、
根
菜

揚
げ
ザ
一
フ
ダ
、
紅
白
餅

◆
場
所

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

◆
募
集
定
員
　
1
8
名

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
参
加
費
　
5
0
0
円

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

盈
5
2
1
3
1
0
7

精
補
保
健
講
座

◆
日
時

　
3
月
2
日
樹

　
午
後
2
時
～
3
時
3
0
分

◆
場
所
　
十
日
町
市
保
健
セ
ン
タ
i

◆
内
容
　
　
「
う
つ
病
に
つ
い
て
」

　
う
つ
病
と
は
ど
ん
な
病
気
か
、
そ

の
理
解
と
対
応
に
つ
い
て

◆
講
師

　
中
条
第
二
病
院
　
須
賀
良
一
院
長

◆
問
合
せ
先

　
十
日
町
保
健
所
　
地
域
保
健
課
保

　
健
指
導
係

　
盈
5
7
1
2
4
0
0

は
じ
め
蓬
の
粥
の

　
　
　
　
　
．
講
製
調
灘
講
習

◆
対
象
者

　
パ
ソ
コ
ン
に
さ
わ
っ
た
こ
と
の
な

い
、
操
作
し
た
こ
と
の
な
い
”
求
職

者
”
の
方

◆
日
程

　
各
コ
ー
ス
と
も
3
日
間
（
午
前
9

時
～
午
後
4
時
）

・
ワ
ー
ド
コ
ー
ス
（
A
－
3
～
5
）

　
　
3
月
刎
日
㈱
～
2
3
日
囲

　
　
4
月
1
0
日
ω
℃
～
1
2
日
内

　
　
5
月
8
日
ω
℃
～
1
0
日
困

・
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
（
B
1
3
～
5
）

　
　
3
月
2
7
日
ω
℃
～
2
9
日
㈲

　
　
4
月
押
日
ω
℃
～
1
9
日
困

　
　
5
月
1
5
日
ω
り
～
1
7
日
困

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
コ
ー
ス

’

一

　村では、1月4日に発生した地震で被害を受けた住宅等の復旧に

ついて、利子の一部を補填し、借入金に係る被災施設の早期復旧と

被災者の負担軽減を図るため、利子補給金を交付します、

◆交付対象

　被災した住宅、店舗、工場、農林業施設等の改修資金及び商晶の

　再購入資金

◆利子補給金

　毎年1月1日から12月31田の間に金融機関に支払った利息の50％

　以内で、借り入れをした月から実質5年問を限度

◆利子補給金限度額

　・住宅の改修資金・一一一一一一・・一一一原則として200万円

　・店舗、工場、農林業施設等の改修資金及び商晶の再購入資金

　　　　　　　　　　　　　一一一一一一原則として500万円

◆申込み方法

　中里村地震災害復旧資金利子補給金交付申講書（総務課にありま

　す）に添付書類を添えて提出してください。

◆申込締切　2月28日㈱
◆申込融・悶合せ先　中里村役場総務誤行政係

　
（
C
1
3
～
5
）

　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
4
月
3
日
倣
～
5
日
休

　
　
4
月
2
4
日
ω
り
～
2
6
日
困

　
　
5
月
2
2
日
ω
◎
～
2
4
日
困

◆
内
容

　
パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
・
エ
ク
セ

ル
の
基
礎
、
活
用
技
術
な
ど

◆
定
員
　
各
コ
ー
ス
2
0
名

◆
申
込
締
切

・
各
コ
ー
ス
開
始
1
週
間
前
、
ま
た

は
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

※
電
話
等
で
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
の

で
、
窓
ロ
ヘ
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
魚
沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
六
日
町
大
字
西
泉
田
4
8
1
1

　
E
O
2
5
7
1
7
2
1
4
5
5
4

2
／
1
1
～
2
／
1
7
は

生
活
習
慣
病
予
防
習
慣

　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
・
適

度
な
運
動
・
十
分
な
休
養
で
生
活

習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
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團闘圖圏

鱒綴噛鶴

齢｛井ノ川直剛美｝如来寺

職｛村山辮｝東田沢

｛富井孝幸　市之越
服　部　あゆみ　　如来寺

山田フジ（90）東田尻

南雲幸子（57）堀之内

村山菊代（46）田　沢

吉楽キク（83）宮　中

鈴木ムメノ（87）重地

山田ヨシイ（88）東田尻

※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

今月の納税と振替日

■国　保，税　（2月28日）

■介護保険料　（2月28日）

■保　　育　　料　　（2月28日〉

■国民年金　（2月26日〉

■上下水道　（2月26日）
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交逓事故φ情報・

鰹灘鐸纏翻諜諭

●交通事故件数

●死 者

2件

●傷 者

O人

●死亡事故ゼロ

4人

96日

◆開催地住民販売の対象者　申込み日現在、新潟県に居住している方

◆チケット申込みガイド配布開始日（配布は1人1部限り）

　2月15日（木）から　　（配布場所の業務時間内）

◆チケット申込みガイド配置場所（予定）

新潟県庁広報展示室（1F）、企画調整部ワールドカップ推進室（6F）、

各財務事務所、中里村役場、中里村教育委員会

◆チケット申込み受付期間　2月15日㈲～3月14日㈱（消印有効）

◆チケット申込み方法

　「チケット申込みガイド」中綴じの専用申込用紙に必要事項を記入の

　うえ、同専用封筒で郵送

◆当選通知　当選者には、郵送で抽選結果通知

◆チケット申込みルール

①1試合につき4枚まで購入可。ただし、同行者も新潟県居住者である

　こと。

②第3希望の試合まで1申込用紙に記入可．ただし、当選は1試合に限

　り、同じ試合は重複して記入できない。また、申込み枚数及び同行者

はすべて同一とする。

③「申込み者」としての申込みは1人1回限り有効。また、一度「申込

み者」または「同行者」として申込みした方も、他の方の申込みで「同

行者」となることができるが、購入希望順位に関わらず、同じ試合が

重複しない場合に限る。

④申込み者の生年月日が1982年4月2日以降で未婚の場合は、親権者の

署名による同意が必要。

※その他詳細については、「チケット申込みガイド」をご覧ください。

※「開催地住民販売」については、インターネットによるチケット申込

み受付けはありません。

◆チケット申込み全般についての問合せ先

JAWOCチケットセンター（lO：OO～18：00／土日祝休）盈03－3287－

1199、第一次販売チケットインフォメーション（24時間テープ対応／

携帯電話・PHS不可）盈0180－993－531

◆チケット申込みガイド配布場所についての問合せ先

新潟県ワールドカップ推進室　EO25－280－5277

13 広報なかさと　　平成／3年2月／0日



◆日　　時　2月20日（幻　午前9時30分～午後2時

◆場　　所　十日町市公民館

◆受講料会員2，500円会員外3，000円
◆問合せ先　十日町保健所衛生環境課　盈57－2400

公職選挙法の一部が改正され、2001年の参議院通常選挙から

適用されることになりました。

◆参議院議員の定数が削減されました

参議院議員の定数を252人から242人とし、次のように削減さ

れることになりました。

○改正前　　　　　　　　　　○改正後
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◆参議院比例代表選挙が非拘東名簿式となりました

これまでの参議院比例代表選挙は、あらかじめ政党の側で候

補者の当選順位を決めておく方式（拘束名簿式）で、有権者は

政党名を記載して投票しました。これに対し、新たに導入され

た「非拘束名簿式」は、名簿では当選順位は決められておらず、

有権者が候補者名または政党名のいずれかを記載して投票する

方式であるため、有権者は当選させたい候補者を選ぶことがで

きます。

◆詳しくは、最寄りの選挙管理委員会にお尋ねください。

2／11 大島医院響箭響

2／12大坪医院弾碕謂
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2／25 田中外科医院弾箭需

3／4 本町クリニツク騨蹄1溜
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　2月15日～3月5日
　　　　　　　　“
カレンター

∫

鮭’　・

15休1

16團
心配ごと相談（樋ロ虎治郎）合ディサービ

スセンター　013：30～16：00
薄

17仕）

18（日〉 ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ー辺レ　　（D11：00～11：40

霧

19（月）

20Uり

21㈱
補聴器相談（リオン）　合役場

013：45～14：00

22㈱

23囲

1歳半児健診　合保健センター
㊤13：00～13：30受付

心配ごと相談（南雲勝男）合ディサービス
センター　㊤13：30～16二〇〇

行政相談　合老人福祉センター
㊤13二30～16：00

24㈲

25（日）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（∋11：00～11二40

ミュージック・プラネ　合ユーモール

019：30～

26（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場

（D15：30～16：00

27㈹
妊婦歯科健診・母親学級　合保健センター

013二〇〇～13二30受付

28㈱

1休）

2囲

乳児健診　合保健センター
㊤13：00～13：30受付

心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス
セ！ンター　013二30～16：00

3㈲

4（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（D11二〇〇～11：40

5（月）

　　　灘灘難繋灘灘灘難叢灘難灘雛顯羅灘灘叢
　　　　　　　　、　　　　　　灘撚縷灘灘i
憲　　　畿　　　　　　　　　・

　　　1月末現在（）は前月比

●人　ロ　　男3，265人（一3）

　　　女3，264人（一4）
　　　計6，529人（一7）
●世帯数　　　　1，718　（十2）
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